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頭部MRI検査

頭部MRI検査の受診者数は1,565人、このうち要精検者数23人（1.5％）、治療中の受診者は６人
（0.4％）でした。

70歳以上の受診者のうち、男性の109人（87.9％）、女性の53人（89.8％）に所見が見つかりました。
男女とも加齢に伴い有所見率が増加しています。

左上顎洞真菌症に対して手術が予定され、左上顎洞腫瘤に対しては手術が施行されました。

 （件）

D
判
定
所
見

陳旧性脳微小出血 5
脳内異常信号 3
副鼻腔炎 3
上顎洞炎 2
上顎洞腫瘤 2
頭部皮下結節 2
その他 7

性別 年齢 受診者数 正常者数
A・B判定（％）

経過観察者数
C0～C12判定（％）

要精検者数
D判定（％）

治療中
F判定（％）

男性

39歳以下 48 38 （79.2） 10 （20.8） 0 0
40-49歳 233 132 （56.7） 95 （40.8） 5 （2.1） 1 （0.4）
50-59歳 387 162 （41.8） 217 （56.1） 5 （1.3） 3 （0.8）
60-69歳 255 54 （21.2） 196 （76.9） 5 （1.9） 0
70歳以上 124 15 （12.1） 107 （86.3） 2 （1.6） 0

女性

39歳以下 34 25 （73.5） 9 （26.5） 0 0
40-49歳 108 64 （59.2） 41 （38.0） 2 （1.9） 1 （0.9）
50-59歳 198 102 （51.5） 95 （48.0） 1 （0.5） 0
60-69歳 119 33 （27.7） 83 （69.8） 2 （1.7） 1 （0.8）
70歳以上 59 6 （10.2） 52 （88.1） 1 （1.7） 0

計 1,565 631 （40.3） 905 （57.8） 23 （1.5） 6 （0.4）
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頭頚部MRA検査

頭部MRA検査の受診者数は1,565人、このうち要精検者数23人（1.5％）、治療中の受診者は16人
（1.0％）でした。

70歳以上の受診者のうち、男性の30人（24.1％）、女性の７人（11.9％）に所見が見つかりました。
男女とも加齢に伴い有所見率が増加しています。

発見された脳動脈瘤のうち、左内頚動脈瘤と右中大脳動脈瘤の２症例に対して手術が施行されました。

性別 年齢 受診者数 正常者数
A・B判定（％）

経過観察者数
C0～C12判定（％）

要精検者数
D判定（％）

治療中
F判定（％）

男性

39歳以下 48 47 （97.9） 1 （2.1） 0 0
40-49歳 233 225 （96.6） 5 （2.1） 2 （0.9） 1 （0.4）
50-59歳 387 353 （91.2） 24 （6.2） 8 （2.1） 2 （0.5）
60-69歳 255 219 （85.9） 28 （11.0） 3 （1.2） 5 （1.9）
70歳以上 124 94 （75.8） 20 （16.1） 3 （2.4） 7 （5.7）

女性

39歳以下 34 33 （97.1） 0 1 （2.9） 0
40-49歳 108 104 （96.3） 3 （2.8） 1 （0.9） 0
50-59歳 198 182 （91.9） 12 （6.1） 4 （2.0） 0
60-69歳 119 106 （89.1） 11 （9.3） 1 （0.8） 1 （0.8）
70歳以上 59 52 （88.1） 7 （11.9） 0 0

計 1,565 1,415 （90.4） 111 （7.1） 23 （1.5） 16 （1.0）

 （件）
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所
見

脳内血管狭窄様所見 6
内頚動脈狭窄 5
脳動脈瘤 5
頚動脈狭窄 3
椎骨動脈瘤 2
内頚動脈瘤 2
その他 ３


